
創価大学教育学論集 第62号:角 田P89～108

幼蝿期の感性を育てる互

一幼児期の感動体験 と教師の役割一

角 田 冨美子

要 約

感性 とは,「①外界の刺激に応 じて感覚 ・知覚を生ずる感覚器官の感受性,② 感覚

によって呼び起こされ,そ れに支配される体験内容,し たがって,感 覚に伴う感情や

衝動」 と定義される。(広 辞苑)

一般に幼児期は,U々 の生活の申で,直 接的 ・具体的な体験 を通 して豊かな心情 ・

意欲 ・態度を培い,成 長 ・発達を促 してい く。その際,幼 児は,新 しいこと,珍 しい

こと,楽 しいことなど,様 々な場面で 「もの」や 「こと」に感 じて心が動き,表 現す

る。 この 「感 じる力」(感 性)は,自 然 ・もの ・入とのかかわ りの中で培われ,人 間

の情緒 ・情操 を養い,豊 かな人生を築 くための大 きな力 となる。特 に幼児期は,出

会ったものに心 を動か し,五 感で表現する。つ まり,幼 児な りに深 く感 じて心 を動か

しているのである。この身近な事象や動植物に対する好奇心や探求心 は,や がて,思

考力を育み,知 識や技能獲得への意欲を育てる。本研究では,幼 児期の感動体験の捉

えを明 らかにし,豊 かな感性を育てる指導を探 る。

は じ め に

蓬 研究の動機 と團的

アリやダンゴムシを見つけて踏みつぶ した り,チ ョウチ ョの騨化 を 「図鑑で見て

知ってるもん」 といって興味を示さない子 を見かける。また,か けっこに誘うと 「疲

れるか ら」 といい,リ ズム遊びで楽 しかったね,と いうと 「こんなのが楽 しいの」 と

いう声が返ってきた。子どもたちは何に対 して,ど のように感動するのか。子 どもた

ちの生活から,自 然とのかかわ りや,体 を思いっきり動かす遊びが少な くなり,テ レ

ビや,ゲ ームなど,ハ イテク玩具が予どもたちの遊びの空間を占めるようになり,一

入で楽 しめることが多 くなった。幼稚園教育要領には,「 豊かな感性や表現するカ を

養い,創 造性を豊かにすること」,「身近な事象や動植物に対する感動 を伝えあい,共

感 し合 う事の大切 さ」が示 されている。

幼児は自分で何かを発見した り,気 づいたりしたことをまずそばにいる友だちや保
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育者に伝 える。そ して,そ れに対す る相手の応答によってさ らに気づ きや共感が広

がってい く。私たちは,こ のように幼児が出会った ものに感 じたり,気 づいた りした

ことを書葉や表情や動 きで表現 したとき,物 に感 じて心 を動か した,つ まり 「感動 し

た」 と捉えている。戸梶(200Dに よると,「幼児の感動表現は五感に訴える身体感

覚が感動を媒介 ・増幅 している」。早坂(!981)は,「 感動 したときには,強 い感情の

動 きが生 じている」。さらに,A.ア ドラー(1927)は,ド 他者 と結 びつける情動 とし

て,「喜び」・「同情」が共同体感覚に対する最 も純粋な表現である」と捉えている。

さらに,福 田(2010)は,「 原始情動 ・基本情動 ・社会的感情 ・知的感1情」が同時に

協同して働 くことが 「感動」と捉えている。これらの先行研究をふまえて感性の原型

ともいわれる幼児期の感動体験が感性の育ちにどのように影響 しているかを探 りたい

と考えた。戸梶(1.999)は 「感動は感情 を生 じる中で喚起 されてお り,感 動に含まれ

る感情は,喜 び,悲 しみ,驚 き,尊 敬の順である」というが,専 門の保育者によるパ

イロットス タデイを踏み台 として,幼 児の感動表現か ら心の動 きを見ると,「喜 び,

発見,気 づき,驚 き,達 成感,尊 敬,共 感」等の快感情が,喜 びを伴った感覚器官に

感動 として表出していると考えられた。 したがって,こ こでいう感動 とは,保 育の実

践をふまえて,快 感情によって表出された心の動 きに限定 して定義づ けた。最近で

は,環 境の変化による実体験の不足から発見や気づきが乏 しくなり人聞関係 も稀薄に

なったといわれる。つまり,感 性 とは,自 然や もの,人 とのかかわ りの中で気づ き,

磨かれ,培 われてい くものと考える。そこで,本 研究を通 して,幼 児の感動の伝 え合

い,共 感し合う姿 を捉えることによって,幼 児の感性を育てる教師の指導の在 り方を

考察する。

2研 究の方法

1、 「予備調査」

①專Plの 保育者!0名 によるパ イWッ1・ スタディを2002年10月 に実施 し,② 東京 ・千

葉の幼稚園 ・保育園に在職する保育者50名 と保育者養成大学2年 に在籍する学生67名

に記述式,自 作質問紙で自由回答式によるアンケー トを2002年11月 に実施した,,

①の予備調査については,38の 項 自の感動表現か ら心の動 きを検討 した結果,「喜

び,発 見 気づ き,驚 き,達 成感,尊 敬,共 感」などの快感情が,喜 びをともなった

感動と考えられた。以下はその内容の…部である。

・チ ユ ー リ ッ プ の花 をみ て
,き れ い ね 一 とそ ば に い る 友 だ ち に 雷 う

・「先 生
,花 が 咲 い た よ」 と指 を さ して 教 師 に伝 え る

・花 を見 て 「チ ュ ー リ ッ プ」 の歌 を歌 う

・「い い にお い」 とい っ て 花 の にお い をか ぐ

・「あ っ ち も
,こ っ ち も,た くさ ん咲 い て い る ね」 と い っ て 指 を さす

(驚 き)

(発見)

(奮び)

(発見)

(発見)
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②の予備調査 については,63名 の学生か らは,幼 児期の体験で今でも印象に残 って

いる感動場面,保 育者からは,子 どもたちの感動表現の姿があ りのままに記述式で回

答が得 られた。その結果,317項 臼の感動の様態がみ られたので,ベ レルソンの内容

分析を参考にKJ法 により16の カテゴリーと48項 目に分類 した。以下はその内容であ

る。

何に対 しての感動か(KJ法 による分類)

カ テ ゴ リ ー 項 目

① 花が咲 く

① 植物の成長に対する感動 ② 収穫
③ 実の なる物 や葉 っぱの変化

④ 身近 な小動物 との患会い

② 身近な小動物に対する感動 ⑤ 動 きや しぐさ

⑥ 触れた り抱 いた りの感触

身 ⑦ 自然の大 きさ
近
か

③ 自然の大きさ偉大さに対する感動 ⑧ 自然の力
⑨ 自然の不思議 さ

な
自
然
と

④ 自然の美しさに対する感動
⑩ 自然の美 しさ
⑪ 自然の声や 欝

⑫ 偶然の色や形

の ⑬ 自然の感触
、

、

カ
,

カ
⑤ 自然の現象に対する感動 ⑭ 自然の変化

⑮ 事爺の不思議さ
わ

り
か

ら

⑥ 自然物の発見に対する感動
⑯ 臼然物 との出会い
⑰ 自然物の味覚

⑱ 臼然物 の生体の違い

⑲ 身近な虫の発見

⑦ 身近な虫や昆虫に対する感動 ⑳ 昆虫の感触
⑳ 昆虫の成長

⑳ 自然物 でのあそび

⑧ 議然物を何かに喩えた感動 ⑳ 自然物 での利用

⑳ 自然物 を使 っての工夫

㊧ 繰 り返 しの挑戦

⑨ 課題の達成に対する感動 ⑳ 考えた りγ夫 した り
⑳ 愚い通 りに発表

遊
び

⑩ 自分の行動を友だちが評価 してくれたことに
対する感動

⑳ 友達や教師 にほめ られた
⑳ 頑張 りが認め られた

⑳ 自分の行為が伝わった
の

中 ⑪ 遊びのなかでの発見に対する感動
⑳ 思わず体が動く
⑫ 放心状態

で ⑳ いろいろの物がで きた

⑭ 友達の作品のすば らしさ

⑫ 友だちの作晶に対する感動 ⑳ 頑張って取 り組む友達

⑳ 友達のおお らか さ

多 ⑬ 友だちとの共同活動に対する感動
⑰ 共に参加した喜び
⑱ 友達と共感

ウ ⑳ 友達と感情の共有
で
取
り ⑭ 友だちのよさの気づきに対する感動

⑩ 友達の手助け
⑪ 友達の優しさ

馨 ⑫ 友達が祝 って くれた

活動

の
中 ⑮ 友達が何かを達成した事に対する感動

⑱ 出来なか った ことが 患来るよ

うになった
⑭ 応援 した り、助 け られた

で
㊨ 行事 に…緒に参力鐸

そ
の

他

⑯ いつもと違うものに出会えたことに対する感
動

⑯ 奇麗に飾 られている⑰
工夫された美 しさ

⑱ 父親や根 母が遊 んで くれた
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ここでは、幼児期にどのような場面で、どのような事が らに感動 したかを捉える。

そのために、16項 目のカテゴリーと48の アンケー ト項 碍を作成 した。アンケー トは、

5件 法によって感動の度合いを調査 した。

2。 「本調査」

⑦記述式アンケー ト結果をKl法 により分類 し,調 査用紙を作成 した。②幼児期の

感動体験尺度の作成のために,東 京 ・千葉の保育者養成大学の学生200名(2年 生)

にアンケー ト調査を2003年!月 に実施 した。③2004年2月,保 育者の感動表現の捉え

を明 らかにするために,東 京 ・名古屋 ・広島 ・沖縄の保育者350名 を対象にア ンケー

トを実施 した。

3.「 観察」

調査で得 られた感動体験尺度をもとに,都 内公立幼稚園の5歳 児を観察し,幼 児の

感動表現場面を自然観察法によって捉えた。

第工章 幼児期の感動因子の抽出と感動体験尺度の作成

1.感 動因子の抽出

予備調査で作成された16の カテゴリー ・48項目の感動表現を因子分析によって感動

体験尺度を作成 した。①Kj法 によって分類 した!6の カテゴリー 畷8項Hを5件 法尺

度によるアンケー ト項 目に作成 し,2003年 ユ月,東 京 ・干葉の保育者養成大学の学生

200名(2年 生)に 調査を実施 した。ア ンケー ト項 臼については,学 生の幼い頃(幼

児期)に 自分で何かを発見したときや,気 付いた りして感動 した体験について思い出

す ままに5件 法尺度(度 々あった ・たまにあった ・何 とも云 えない ・あま りなかっ

た ・全 くなかった)に よって回答を得た。有効回答は183名(団 収率93%)で あった。

2.感 動体験尺度の作成

幼児期の感動表現の構造 を明らかにするため,得 られた!83名 の回答に基づ き因予

分析(主 成分解,プ ロマックス圃転)を 行い,幼 児期の感動体験尺度を作成 した。相

関行列の主対角要素に全て,1,00を 用いて,主 軸法によって因予を抽出 した後に,プ

ロマ ックス法によって,因 子軸の回転 を行った。は じめ,固 有値 玉以上の因子 を抽出

した結果,ユ5因 子が抽患されたが,解 釈が困難であ り5凶 子構造が妥当と判断した。

最後に各 ド位尺度の信頼性 をα係数を算出して確認 した。第 薫闘子 はor==O.90第2

因子は.87第3因 子 はO.87第4因 子は0.83第5因 子は0.72で 、第5劉 子が若干落ちる

が満足すべき値 と云える。
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〈学生による幼児期の感動体験尺度〉

壌 欝 第!照 子 第2鷺1子 第3図 予 第4霞 子

20

!6

%

19

6

13

4

5

23

塑

15

10

7

1

3

8

9

昼

14

2

爲

!8

2

6

!

0

7

4

G

9

9

4

3

4

4

3

4

3

3

3

7

6

5

S

3

9

8

3

4

2

2

2

3

3

2

2

4

3

6

/

7

5

9
撫

4

り0

4

4

3

〈舞事!1蓉1-∫・ 】!詳1璽撚 αr・。90>

晃虫 の動 きやぬ くも り

せみやザ リガニの脱皮

飼育 した り,幼 虫 になった リ

ダンゴムシや虫の卵

触 れた り抱 いた り

水の冷 た さ泥のぬ るぬ る

/」、露む環勿と(?)kl,i会レ、

小動物 の動 きや しぐさ

自無震物 の率曝メ鐸

自戴雲辱勿を・縦三って遊ぶ

雪が積 もる,水 溜 り

く策2L溜 荘罫1/通 嚢鐸}

2謹(7)7」や 茎義

夕 日や さ進劣望

ギ乞力灘疹ミく

葉 っ ぱが 色 づ く

台 え蚕いぐ》水 の 溝己オし

麟然(7)塚くノ亀乱議 さ

ノ」＼肇るのヌ誌」や区肇乱く7)」葛計

葉 っ ぱ の色 が 変 わ る

!{又零鐘の と き

シ ャ ボ ン薫 や 花 火

動 物 の生 態 の 違 い

く舞弩3謎q了 ・9壌 誕「肇

お 祝 い して くれ る

友 達(7)拳見切

α=。87>

0.858

0.829

0.796

0.735

0.727

0.615

0.547

0.429

0.393

0.376

0.324

oe・・.87>

"友3董重フう愛そ ζ諜濱こV、て くオしる

友 達 が 貸 して くれ た
』友弐難と 一一一楽鴛尋こ{乍って 馨爵ノ駐

テ蛋1笹長〆)て や り遂 壱ずる,蓋 ∫さ季愛

塗了2緬力el云2♪っ た

騨誓1嚢1レ、多蓋想、毒こψ冬!感

友達 と わ くわ く ど き ど き

く舞響4{天1-:Y-9環 薫目 α=.83>

発 豪 会

泥 ダ ン ゴへ の,:i二夫

麟琵謝匹び',甕失孝奉へ の 夢駐準驚

鍛 後 ま で 頑 張 って 取 り組 ん だ

V、ろ レ1う な 素 季雀てr遊 諾ヨ£

頑 張 っ た こ と を 認 め て も らっ た

華乍}¥占を 毒磐め ら牽した

鶴 来 る よ う に な っ た こ と

{乍tlil・1を見 て1藤 動

〈第5}醤 一子・5導 護目or:.72>

きれ い に 飾 られ て い る

好 きな 曲 を聴 い た りテ レ ビ

工 夫 され た 美 し さ

…・緒 に 参 擁

食 い 入 る よ う に 見 る

一 〇./64

-0
.!25

-0
。096

-0
.038

0。2!9

0.049

0.132

0。372

-0
.0/3

0.008

0.i70

一 〇.08/

0.108

0.078

-0
。156

0.077

-0 .!03

0.209

0.062

0.◎73

《).052

-0 ./35

○.81/

0.799

0.737

0.709

0.594

0.484

0.445

0.445

0.428

0,386

0.297

0.!43

0./54

-0 .155

-0 .烹78

-0 .020

0.達25

-0
.057

-0
。!54

◎.004

0.!39

-0
.065

0.i60

-o .053

0.圭05

0。◎69

-0
.292

0.007

0.054

-0 ./02

0.365

0.1ア.1

0.i56

一 〇
.225

-0 .259

-0 .046

0.087

0.16鍾

0.035

0.134

0.053

0.254

0.烈2

0.209

0.092

0,!33

-0
.004

0.057

-0 .14/

-0
.!29

0.287

0.綴34

-0 .259

-一◎.05護

o。257

一 〇.㈱6

0.033

-0
.079

-0
.047

0.143

-0 .01三

〇.!18

0./54

-0
.064

一 〇
。051

-0 .0◎7

0.031

-O .08!

0.078

0.0/3

-0 。0基7

0.08王

0.139

0.7且

0。705

0.692

0.625

0.53ア

o.444

0.438

0.336

0.335

Q./00

-0
.!21

-0 .04瞳

0.005

0.087

0.2ま3

◎。4至/

0。0董8

-◎ .00ま

一〇.重29

0.050

0.鍛7

0.00/

◎。150

-◎
.o()6

-0 。025

-0
。002

-o
.114

一〇
.029

-0 。0玉9

-0 .092

0。063

0./53

一 ◎
.〈)04

-0 、048

0.028

-0 .006

-0
。090

-0
.022

0.023

0.032

～0 .092

一 〇
.029

-0
.07!

-0 .066

0.210

0.】07

0.364

0.246

0./63

0./47

0.640

Q.620

0.565

0。49窪

o.娼3

Q.娼1

0.暇/

0.337

0.320

0。0護9

-0
。!35

0./28

0.032

0.〈)凱8

一 〇
,,Oi7

0.鴛5

0.039

◎.255

◎.086

◎.145

-◎
.058

◎.087

0.065

0.1◎0

*オ くの 夢ξぺ)イ乞(7)蟹善

*雲 トだ る まや 自墾ミ響勿で横盤〆濃

*父 親 との 遊 び

鼻ミ聡黛窪鷺:与・率(%) 30.38 37.91 43.21) 褄7.17

*a)♂つ1・、てV1る メ頂ミ}41よ,歪丁層鰐掲と α{系姿動を暑ミめ て窪ミ穫 を遣璽気三した尋霞一果,肖i鐸徐1さ藩七た鞍彗爾でヤ濠〉るt、
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3.結 果の考察

第 遷因子(α 瓢.90)は,小 動物に触れた り抱 いた りして感 じたぬ くもりや,小 動

物の生態,飼 育 している小動物の動きや しぐさにであって感動 していることか ら 「小

動物 との出会い」 と命名 した。このことは,小 動物 とのかかわ りが少なくなった環境

とのかかわ りの中で,生 き物の肌に触れた り,思 いもしなかった動 きをもっているこ

とに驚 き ・発見が,時 には自己との共感による心の動 きが強烈に印象化 され,感 動体

験 となっていると思われた。

第2因 子(or・.87)は,臼 然の不思議 さ,偉 大 さへの驚 き,発 見な ど,動 くモノ

ではないが,日 常的に変化 している,そ のモノに対する気づ きや発見に感動 している

ことから「自然の不思議 さへの気付 き」と命名 した。このことは,忙 しい円々の申で,

自分はいま,ど のようなことに感動 しているか,幼 い頃はどのような日々であった

か,を 思い韻 しながら幼い頃に見た自然の美 しさ,父 や母および周囲の人々の姿 を通

して感じた喜び,友 だちとの共感によって得 られた嬉 しさの情景が心に残っているも

の と思われる。

第3因 子(or・ ・。87)は,友 達が祝ってくれた。親切に して くれた,… 緒 に協力 し

て くれた等,友 達に対する尊敬や,喜 びに感動 していることから,「友達 との共感」

と命名した。

ここでは,懐 かしい友達 と共にいた喜びや充実感,友 達の欲求に答 えることができ

た嬉 しさ,寂 しさを共麿 して くれた友達への尊敬や同情など,友 達のよさが今 も心に

残っているものと思われた。このことは,推 測 として,現 在の自分の友達観に影響 し

ているのではないかと考えられる。友達との共感が,動 物や自然よりも下位になって

いるということは,若 い人たちの人間関係を反映 してい るのではないか とも思われ

る。

第4因 子(α 瓢。83)は,発 表会で頑張 って満足 した,物 づ くりに工夫や,挑 戦,

最後 まで頑張って取 り組んだ充実などから,「課題の達成」 と命名 した。

ここでは,自 的をもって取 り組んだ課題の困難を克服 した り,最 後 まで頑張って仕

上げた満足感 充実感 さらに,友 達 と協力 して役割を果た した達成感が原体験 とし

て心に残っているもの と思われるが,結 果 として,教 師や父母など,周 りの入々か ら

賞賛 されたことも大きな感動体験 となっていると思われる。 しか し,4番 目となって

いるのは,必 ず しも褒め られたことや,認 め られたことが,感 動 としての体験には

なっていない面 もあると思われる。

第5因 子(oe==.72)は,き れいに飾 られている状況や,テ レビのアニメ,絵 本な

ど,さ まざまな情報によってもたらされる空想,憧 れに対する感動から,「美 しい物

への憧れ」 と命名した。美しい物に対する驚 きや喜 びは常に幼児の心 を動かす。しか

し,次 々にもたらされる情報によって驚きや発見 も変化 してい く。特に,物 語や,空

想の世界へのあこがれは,現 実の生活によって印象化 されにくい と思われる。 しか
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し,忘 れられていても,原 体験 として,何 かのきっかけで感動体験がよみがえってと

も考えられるので,心 に残 る美 しさは,幼 児期 にとって大切 なものであると思われ

る。

第 黙章 幼児期の感動の表れと人とのかかわり

1。 囲的 と方法

本調査で得 られた感動体験尺度,5つ のカテゴリーの感動場面で表現の方法を観察

し,感 動の伝えあいについてエ ピソー ドとしてまとめ,幼 児の姿 を通 して感動の表れ

を探 り,学 生の感動体験 を実証 した。①観察対象児は東京 ・公立幼稚園の5歳 児35名

②観察場所 はF幼 稚園の保育室 ・園庭③観察時期 は2003年5月 ～10月6ヶ 月間延計

!劇 ④観察時間は午前9時(登 園)～2時(降 園)⑤ 観察方法は自然観察法により行

動描写による自由記述。

その結果,幼 児の感動表現の方法を見てみると,伝 えたい対象へのかかわ りに,醤

葉や表情や,し ぐさ,身 振 りなど五感を使って表現 している。特に友達に働 きかけて

いる姿のなかか ら感動の様態 を探ると同時に,対 人関係のなかでの関わ りを観察 し

た。

2.感 動の伝 えあい

調査1で 得 られた感動体験尺度,5つ のカテゴリーである小動物との出会い,自 然

の不思議さへの気づ き,友 達 との共感,課 題の達成,美 しいものへの憧れの感動場面

で,ど のように表現 しているかを観察 し,そ のきっかけ,表 現の方法,応 えて くれる

友だち,の 観点で分析 し,表 にまとめた。

「小動物 との出会い」では,① カブ トムシの幼虫 もいるよ(5月)② ウサギってか

わいいね(9月)「 自然の不思議 さへの気づ き」では,① ミックスジュースで きたよ

(6月)② い もほ り遠足 ってたのしいね(10月)「 友だちとの共感」では,① ウサギ

のウンチいっぱいあるね(5月)② 運動会の練習しよう(9月)③ バ ドミントンキャッ

チ(9月)「 課題の達成」では,⑦ よくとぶ飛行機つ くれるよ(6月)② 水族館 ごっ

こやろう(6月)③ パ レー ドの練習 をしよう(9月)「 美 しいものへの憧 れ」では,

①6歳 の誕生 日おめでとう(7月)の 事例 を感動のとらえとかかわ りの視点について

分析 した中か らそれぞれiつ のエピソー ドを次に示 した。
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〈感 動 の 伝 え あ い の 事 例(エ ピ ソ ー ド)〉

(1)「 小 動 物 と の 出 会 い 」 ①

カブ ト虫 の幼 虫 もい る よ(5月)

きっかけ 表現の方法 継えてくれる友達 感渤の捉え かか納 の獄i

だんごむし 鑓 子虫 を砂場のバ ケツに 入れてみてい る

探 しでた く

さんのlll:i子

「翻子虫 さわ らせて」 とい く)て

CとMが くる

生 き物の生態1こ

対す る溺心

興瞭 をもつ こと

でかか わるきっ

虫を集めて かけをつ くる

い るs夫

ドい いよ ・カブ ト虫の幼虫 もい るよ」 と 生き物の感触に

い って,箱 の申 をか き混ぜてい る。Mが 『くす ぐった い」 とい い 対する驚き

/
なが ら1鮭F虫 を手 のひらにのせ
て いる

生き物の感触へ 模倣することで

「これはでかい んだよ」 と大 きいカブ ト の気づき 雷F呼とi晦じ感惰

虫 の幼虫 を手で触 り 「あったか 一い」 とCとMが そ れぞれ に触 りなが を共窟

いう/窓 畿 紫 るつ　
生き物の生懇に
対する発見

幼 虫が 土にも ぐるのをみて ヂ穴もほるん
2入 は幼虫が至の中に溝るのをだよ」といいながら2入 に発せている一
見ている

Yが 醐子虫を もって きて黙って

/箱 に入れる
Sは 「あ りがとう」とそばを離れて い く 友達の親切さへ 友だ ちの優 しさ

Yに 大 きな声でいう の気づき
転剛、

へ の1心 ん

「いれて」 と云く)て女の子が く

る

誕
Sは だまっているMが 「Sく んに きいて!と い う

Sは 「なにたべるかな～」 とい いなが ら

姫リンゴを幼虫に触らせると体を丸めて
蕪をつかんだ ようになったの を兇て 「こ

れ食べるんだ」 とい う 蜘CとMはSと 閲 じように姫 リ
ンゴを カブ ト撫の幼虫 にか らま

生き物の動きや
しぐさに鰐する

表構やしぐさの
摸撫 こよる感燐

せ ようとしてい る 気づき の共霧

Sは 滑 り台 の上か ら姫 リ ンゴをと り、C
Cが 嫌 リンゴを受け取 り,幼 虫にむカ・ぐ)て 「お とりすよ一」 といい、お と蝉

の箱の嬬!に入れ るす,、

生き物への関心
好奇心

摸倣による確か
めと発箆の欝び
を典膚

Yが 鷹 の 購 か ら ギS君 一 寸 き

て一 という
「きて一 きて一」 と大 きな声 で
云ってい る

ヂなに?変 な虫?」 ていい なが らMに 友達に頼られる 関子虫をめぐる

手 をつ ながれ腱iの隅 に楚 っていく 嬉 しさ 仲 間と してのつ

なが り

「暗い ところにいるんだよ」 といいなが
ら草をかき分けて探している

r幼虫みつ けました」 と篶:1 に々「幼虫みつ けました」 と大きな携 で歎 う

/云 う

生き物の発箆に
対する欝び

友だちの期待に
応えた嬉{揺

ヂ幼旗見る入乎を挙げて」といいなが
ら,箱 の ところ1こ戻 り,「 かん でるか ん

でる」 といって,嬉 しそうに幼 虫と姫リ
ンゴをみている_YとTがSの とこ ろ に きて, 生き物の発見へ

箱を覗 き,シ ャベルをも〆)て庭 の期欝
の購にい く。

M。 琵,Yも 集 まりシ ヤベ ルで

声/穴 掘りが始まる
Sが きて 「この1汽 こ幼 虫がい るん だよ」

といいなが ら掘っている。 麺 みん なで掘 ってい る と,「 あ,
いた 一」 とい うこえ に,rほ ん

生き物への好奇
心と発見に対す

友だちの期待に
対する儒頼

とだ」 と欄々にいいあいなが ら る霧び
穴を掘 っている

租手の表情や しぐさによる模倣で得 られ る共感が相手 と購 じ感構 を共有す ることによっ

観察と考察
て得 られ る親 しさや安心感が もてている。

さらに,団 子虫をめ ぐる発見や,気 付 きが直接酌に連合を組み,紳 聞 としてのかかわ り

が 生 まれ て きて い る。
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(2)「 自然 の不 思 議 さへ の 気 づ き」 ⑦

ミ ックス ジュー スで きた よ(6月)

きっかけ 表現の方法 応えてくれる友達 翻 曜 一 かか捌 畷 点

園鷹 のテー TとYが 翻鷹 のテーブルに紙 テープとハ

プルで, サ ミをおいて,水 を入れた答器 に黄 色の 色紙から色が磁

丁子とY子 テープを細 か く虜っていれ,離 でかき混 ることの不思議

が色紙で色 ぜ ている。 さを試す試みか

水づ くりを 水が だんだん黄 色にな・)てくるのを見な ら期待逸りの織

している が ら顔 を見合わせ ている。 「なにやく♪てんの」 と,水 横を 果への喜び

ぷ/撫 通榊 った蝋1く
「いうみず」 とTが いう。uが 持っていた緑の葉っぱをさ

7し 醗

色水に興瞭を も

ち 伸 闘 入 りの

きっかけを作っ

Tが 「葉っぱでもいうみずできるよ」 と ている

いう。錦勲ま異～1 と々色紙(7)色水づ くりを し

ている
UとA〔,Kは テ ン トウ虫探 し

の途中で沓の本の下に落ちてい 梅ににている沓

た杏 の実 を2繍 ひろ って,「 梅 が思いがけず幼

鵡 といっているQ 稚鎌iの庭で見つ

ける ことがで き

ジュースづ くりを しているTとYは いろ たこ とへの驚 き

みずを ままご と用の しゃもじでか き混ぜ

ている

そばのベ ンチに腰掛けて,ダ イ 友達の ジ訊一 ス 摸倣による確か
コンおろ しで,Kが 杏の震 をす づ くりか らの輔 めと発見の藁有

リギう してい る。 激に よるジュー

Aは 爾手で審器を押さえてい スの作 り方への

る(、Cが 近づいてのぞ き込 むと 気づき
「児せてあげ ようか」 とい って

い る。

Tが い なくなるが,し ば らくす るとす り
一つがす りお わると匂 って 「梅 藁嗣で遊びを作

こぎを2塞 持 って戻 って くる。 ジユー スだ」 とい ってい る。 杏 を摺 ることで ることへ の感惰

教師が来て 『なにができたの壽 1三i闇い 匂 いの す る の共有と遷帯感

とい うと 「梅 ジュース」 という ジュースがで き

ゼ繋 い匂 いがす るね。沓み たい た こ と へ の 驚

ね爵 というと,2人 は 「梅 と杏 き ・欝 び

の ミックスジュース」 とい《)て

もう一つ の杏 をす り下ろ してい

る。

2人 は沓の ジュースづ くりをみ て顔 を児 閥 じ構 で別々の

合 わせ て笑 い,す りこぎで葉 っぱをす っ ことを しなが ら

ている。 刺激のしあい
ジャ ングルジムに.i二っていた勢 姫 リンゴもジュ

予3人 が姫 リンゴをと り,手 に
一スにで きると

いっぱい持 ってきてr薄 トマ ト 確揺をした試し
が こんな にあ った よす ごい だ や黒夫の憲び

ろ」 といっ て,AとKに み せ 興味を もった友

る 。 達が遊びの群泊

Kが それ を うけ とり,「 青 トマ さを典有

トもジ ュー ス に入れ よ う」 と

いって姫 リンゴをす り響う して 身近な ところに

い る 箒 あるはっぱや 醸

でジュースがで

「ジュースがで きました」 といく)て,プ きる ことを発見

ラスチ ックの容器に次々にいれている。 した嬉 しさ

Uが 姫 リンゴをも/)て きて,こ 友達の繕験から

/れ でジ・一燃 るよ愉
知 を)得た ことを

伝え,関 係つ く

Tはrち ょうだい」 とい って うけ とり, り

す りこ ぎで 姫 リンゴ をす りお ろ してい

る 、、 思いが実斑した
こ とへ の 満 足

姫 リンゴの なか に柿 をみつけた 感 ・嬉 しさ

/饗 卿勲 だ」と大き
まわ りにいた子 どもたちは柿の本の事に藩ちている 友達の遊びから

膏い小 さな捕 と姫 リンゴ,杏 の実な どを捻い集めて 繊 敏を受けた紳

ジュースづ くりに発展 していった。 偶然の発晃によ 聞意識の発展
る驚き

先行経験 を生か した色紙 による色水づ くりが,自 然物 の発晃によって互い に刺激 しあ

観察と考察
い,思 いを実現するための試 しや工夫 によって懲然物を使 ったあそびの瀬白 さが伝わっ

てい る。身近 な霞然に対す る発見や気づ きが,そ れ を使って遊ぶ ことの楽 しさを引 き繊

し,伸 問 と しての つ なが りが 広 が っ て きて い る。
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(3)「 友 だ ち と の 共 感 」 ①

ウサギ の うんち いっ ぱい あ るね(5月)

きっかけ 嚢斑の方法 応えてくれる友達 感動の提え かかわりの視点

ウサギ小灘 Sは うさぎの 嶽盤 をしてい る 婆嗣 で作業する
の溝掃を轍 粥 脚)確認

番のS・K rう さぎの うんちあふれて るじゃん」 と
・賑の3人 いい なが ら,糞 を新湖紙の中に まるめて

で してい る い る

糞の入った新聞紙をごみ簸に入れてか 生き物の生態に

ら,ウ サギのゲー ジに指 を入れて,ウ サ 鱈する発箆
ギが指 に飛 びつ くの をみて いる。

ウサギが指 に飛びつ きそ うになると,甥
の ところに指 を入れてい る。 そ ばで,Tと 狂がへ らで 糞 を

集めてい る。
「こん なで っ けい うん ち」 と

/い つ　 　 いる
Tは 「こんな ちっち ゃな うん ち もあ る 生き物の蕉態に 叢㌻語 を媒介 とし

よ,へ んだ よな一」 といい なが ら,へ ら 対する気脅き た感携の共麿

にいれては ごみ籍 にいれてい る

＼ ゲ.繊 が、_。 たの
を晃 てSと 王{が 「下 に い って

洗 って くる」 とい ってウサ ギの
ゲー ジをもって洗い場 に背 く

Tは 糞をごみ籟 に入れてか ら,ウ サギの 生き物の感触や
ゲー ジに指 を入れて ウサギ をなで てい る2人 が浅 ったゲー ジの燦 をも・っ ぬ くもりの心地

メ/て くると
よさへ の嬉 しさ

Tはr大 変だ よね一」 といいなが ら顔 を 共岡で作業する
見舎 わせて笑 ってい る3人 で笑 い なが らsとHは 雑 生き物の生態へ 紳聞としての共

7嘗 綱(を ふきと撚1繰
の驚 き 感

Tは2入 か らゲー ジの底 を受 け職 り,す

の この上の斬聞紙 をみて,ド きちん とし

てい ない と」 とい いなが ら侮度 も侮疫 も

敷 きなお して いる。

篠'は2入 の様 騎を発 なが ら 「これ ぐらい

でい いよ」 といい なが ら新閤紙 をしいて
いる。 ＼ えさを餅箱にいれていたSと

王玉はTの 声 にス プー ンをおい 生き物を飼育す お蕉いの役鋼の
てTの 響鋤をみている ることの意礫 ・ 凝ζ識

達成感

Tは,ゲ ー ジにウサ ギを入れ ようとして

触るがウサギが逃げるので追いかける

Tが ゲー ジの入 り罫::1をウサギ1こ向 けて い
るがうさぎが逃げる 畷→Sと 鷺も一絡になって追いかけ

てい る
ウサギが素堺 く,大 きい ために

なか なか掴 まらない、,

追いか け,触 り,蝉 さえるがつか まえる
ことがで きない。逃 げる たび に デあ一 ウサギの熱態に みんなで協力す
びっくりした」 と大 きい声で驚いてい る2入 は笑い なが らだまってみて 対する驚き ることの大切が

一 いる わかる

お しりを押 さえてはウ号ギが逃げるの
で,耳 をつか まえるが,う さぎは索禦 く

匙げる ＼
綿 とsも。うか驚 。サギを

追いかけてい るがつか まえるこ

/ザ とが愚 い
Tが ウサギの傍にゲー ジをi醸ナ,ゲ ー ジ 生き物の扱いの
の入 り騰 か らウサギが 入っ たの を児て 大変さへの粟感
「はい ・)たjl大 成功」 と口々に黛 ってRとSも そば にいて笑 って いるいる/

癬lilの作業 をす

ることでつ なが
Tは 「全 雛発了」 と大 きな声でい う1王 とSは 園鷹 に繊てい く 全興で取り組ん りが深まる

だ喜び

お轟番 という共瞬で作業する中で,互 いの溜かれた状況の認識 と,生 き物の生態の発見
観察と考察 や轡葉を媒介 とした感情の共麿が,伸 聞 としての直接的 なつなが りとなり,互 い に繕手

の気持ちに共感 してい る。
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(4)「 課題の達成」①

よ く飛 ぶ飛行 機作 れ る よ(6月)

きっか け 表現の方法 旛えてくれる友達 感動の旋え かかわりの視点

1が よ く飛 玉が排 り紙で飛行機 を作 って教 師1こわた 課題が達戎でき
ぶ飛響機が す と教 師が とば した. た欝び

作れるよう 「ぼ くもつ くって」rわ た し も

になったと つ くっ て」 とい って 轟入 が 集 飛行機を作る友 相手の藤びや相

Tに 澱うと まって くる。 達への簸 れ ・蓉 手の纒 しさによ

Tが テープ 敬 る親しみ

ルと撰 り紙 「いいよ」 といって1は 折 り紙 で飛 響機
をヌ1憶して

くれた

そばで,4人 の子 どもが発ていを偉 っている。

〆/る ・
「はい」 といって作 った飛 響機を児てい
たMに わたす。 ← 蜘Mは 陪 灘婁う」と嬉 しそうに

受け取る

.レ獄こ作る友達
へ伽撃敬

友達によって要
求が満たされた
嬉しさが棚手へ

「ぼ くもつ くってjFわ た し も の親 しみ となっ

/つ く渕 と鷹 がいう
ている

1は 「いいよ」 といい,す ぐに ピンクの

欝 り紙 で作 りは じめる ← 蜘Y{ま そばを溢 りがかった教鰍 こ

財乍って もらってるの」 と嬢 し

作った飛蕎機が
認められた蒋び

そ うにい う

綱 硫 がるとYに わたす。 蜘Y副 乍って もらった細 磯 を 輔
灘飛ば し,Tに 箆せ1こい く

友達のよさを実
感

拶の折 り紙で黙って作1,始 める
Y.」.K.M.が ヂど う し て 作 る 友達への蓉敬
の」 と,作 り方を躍いている

亙は ヂで きたよ,で きた よ」 といって,

Uに わたす 蜘Cが 泌 りがとう」といって飛
行機を受け取り飛ばし始める

友達への感謝や
嬉しさ

飛響機を媒介と
した仲悶意識

1は 次々に飛費機を作っている 友逡が濾めてく
れ る嬉 しさ

Y.U.Mは 教 繭が撫 したブラ ス 飛行機を媒介と
チ ックのボ ックス積み本の穴 を した{1{輔意識 ・

通して飛行機飛ばしび)競争を縮 遊びの愉しさ
めてい る

飛ばす位鐙を騰々に決めて工列 飛行機の飛ばし
になって飛 ばして いる 方の黒央による

傍にいた金鎖に飛行機を渡してから1も 達成感 友達ど 儲 に遊

仲間に力日わ る ぶ楽しさの共膚

箱 を一…段高 くして箱の 乱にの っ
て飛 ばす とよ く飛ぶの で,次 々

に籟 にの って飛 ばしている

1は 「び しゅ一」 といっ ては 飛 ば し, 上手1こできた飛 みんなと岡じ行

産 って取 りに行 くことをく り返す 響 機が認め ら 鋤をすることで
れ,み んなで楽 仲閥意識が高ま

傍で 児ていた記録 者に,「 よく飛ぶ よ, しめる満足 感 ・ り,霧 葉や動 き

貸 してあげ ようか」 と持 って くる 嬉しさ による典感

弩契のもよ く磐篭ぶよ」 とそ`よに

/獅 たMが鳥
「競 争だ」 と 至が いい,Mと とば しあい

が はじまる. ＼
飛響機 とば しは!2人 にな り羽を 考えた り,二王二夫

折 った り,燧 を高 くした り,先 するこ とでよ り

端を斬ったりしながら飛ばし方 楽 しく遊ぶこ と

/ず を二磁 て礁
ができる毒ぴ

「サンダーパ～ ドごっこだ」 といって,「 こ の 飛 行 機 か っ こ い い で 1三i襟を赫って挑 瀦 に遊ぶ仲鞠

みんなと夢 中でとば しあいを している。 しょ」r俺 の はサ ンダーバ ー ド 戦 した り,競 争 としてのつなが

_だ 」「すごいところにとんだ する楽しさ り,満 足感

よ一」 と獄々に傍にいる友達に
云っている

「合棒 しよ う」 といい,友 達の

飛行機を重ねて飛ばしている子
もいる。

1は,「 よく飛ぶ飛行機が作 れるようになったか らお しえてあげる」 と教 師に伝 えたこ

観簾と蓼簾 とか ら,僕 も,私 も と要 求 が高 ま り,そ の 要 求 が満 た され,燐 葉 に よる 共感 が,や が て

飛行機 を通 した友達への憧 れや,瞭 敬 の感情が芽生 え,仲 間意識が広がっていった。
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(5)「 美 しい 物 へ の あ こが れ」 ①

6歳 の誕生 臼おめ で と う(7月)

きっかけ 表現の方法 応えてくれる友達 感動の提え かかわりの視点

昼禽後の謹 R子 がひ とりで欝楽のテープ をかけ,お

嵐会準備で どりの練習を している。

保膏塞に舞 Mが 足にキラキラした是輪の飾 軽快な リズムへ

台がで きて
いる

り を つ け て,「 紳 翻 に い れ

/ て一」 とい う

の共感

Rは お どりなが ら 「いい よ」 とい う

「お魚天劉」 といいなが らリズムに合わ

せて両鰍 両足を動かしている_Mは 薪うまいね」といってまね 摸緻することで

てい る 上手な演技への 朝手と岡じ感嬉
賞賛 ・腺敬 を共有

曲が終わ って も醗 とい っしょにお どって

いる。 畷_苅 覗 爾足にキラキラをつけた
Nが テー プをいれて一一緒 にお ど リズミカルな欝

りだす 楽への典感

夢中に な♂)て歌 いなが ら踊 ってい る

教師とTが 舞台の繭の総子に座 共 にリズム1こ乗

り,す ず をならして いる、, る欝 び ・開放感

キ ラキラした棒 を3塞 とり,Mに1本 わ

た し,Rは2本 を痢手 にもって娠 ってい 表壌する楽しさ 友達と共に嚢琉

砲,Nに ユ塞 を渡 し,3入 で歌 にあ わせ す る楽 し怒

て踊 つて いる

曲の途 中で 夏ヒが ピンクの リボンにもちか

える)〉 糊 溜 跨 畿 ち・2入 狸いに表貌 しあ
える轡び

曲が終 わると拗乎 をあ げて フィナー レの
一鰭 に衰斑 する

様 な格嬉 をし,2人 纐 を発合 わせて笑 っ ことで仲間意識

て いる ドこれで いいね」 というMは ヂうん」 とうなず きリボン が強まる
畷硬 蜘 をかたづ け

ている

そろそろお

か たづ け一

の芦

誕艦会の始
ま り,u子 Rは 纒生 のお祝 いのバ ッジをつ けている 友達を祝う樽び

が 舞 台 に Hを みて 緯3め でとう」 というUは 嬉 しそうに 「あ りがとう」

座 っている 7 とい う と,座 って い た友 達 が

i…1 に々 「おめでとう」 という 皮達に祝っても
友達と共に轟び
合える気持 ちよ

AがHに 短をかぶせながら らう欝び さ,璽1い の存在

rよ か ったね,6さ いだね」 という 感
畷 蜘 「私 はもう6さ いにな

った」 戒長の霧び

「ぼ くはまだ5さ い」 とじ!々に

お撹いRち
、い
つ

やんとMち

やんが踊 り RとMは 爾手,爾 足 に キラキ ラ した飾 きれいに飾る喜
をヅレゼン りを付謬,片 手にキラキラ檸 をもってリ びと油ii痔 れる

トします と ズムにあわせ ておど'っている。 嬉 しさ
いう教師

縫生 のUも 兇ていたクラスの友

達もr上 剰 といって舶手をす 友達に羅められ 友慰 こ;認め られ

る 嚢められる嬉 し る存譲三感

さ満足感

RとMは 嬉 しそうに.一礼 をして席 に拠 る

＼ 叛,は 諏 ち。ん、鵬 。んが 緯扮 に蝉する友
お祝いしてくれた」と教師に嬉 達 のやさ しさへ 友達のよさがわ
しそうに飯えている。 の気づき か り,1饗 係が深

まる

み んなで 「ハ ッピーバースデー」 の歌を

歌 い 「Uち ゃんおめでとう」 という 友達を祝う欝び

＼ 舗 はに に しながら 脚,、、祝 ってもらう喜

成疑の節il醤への

理解 と友達がい

とう」 と繁 えている び ることへ の樽び

お誕生の友達 を祝 うためにリズムの練習 をした り,自 分の誕生会のために飾 り付 けて く

観察と考察 れ た こ とが わか り,い い 気持 ち に な る と同 隠 に,「6歳 だ ね」 と い っ て,お 祝 い の バ ッ

ジや ダンスなど,成 長の喜び と共に,友 達のよさに気づいてい る。
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3.結 果の考察

⑦伝えあいの事例か ら

エ ピソー ド1「 小動物 との出会い」では,相 手の表情やしぐさによる模倣で得られ

る共感が相手 と同 じ感情を共有することによって得 られる親 しさや安心感が得 られ

る。 さらに,団 子虫をめぐる発見や,生 き物に対するぬ くもりが互いの喜びの感情を

引き起 こし,伸 間としてのかかわりが生まれてきている。さらに,兎 と触れあうこと

への愛着 と優 しさ,特 に,怪 我をしている兎に感情移入することから生 き物の生態や

小動物への思いや りが仲間に自然に伝わ りあい,互 いの思いが分か り合える関係に

育ってきている、、

エピソー ド2「 自然の不思議 さへの気づ き」では,梅 の実や,杏 の実からジュース

を作 ったり,姫 リンゴをす りおろしてミックスジュースを作るなど,身 近な草や木の

実が遊び方によって色 々に変化 していくことに驚ろいたり,気 づいたりする感動を,

共に体験 して,友 達との共感による嬉 しさが伸闘関係を豊かに している。さらに,芋

掘 りでは,体 験を共有 し,発 見や驚 きを共感する中で,友 だちとの遊びが広が り,新

たな気付 きや喜びが生まれてきている。

エ ピソー ド3「 友だちとの共感jで は,ウ サギの世話をする当番 という共同で作業

するなかで,互 いの澱かれた状況の認識と,相 手の需葉を媒介 として直接的な関係を

引 き起 こし,互 いに共有す る感情 として相手の気持ちに共感 している。運動会の練習

やバ トミン1・ンキャッチなどの遊びのなかでは リズ ミカルな曲の繰 り返 しの よさ,

ゲームの面白さの理解が安心 して仲間入 りできる雰囲気や役割の交代,協 力,挑 戦の

面白さに共感する伸問関係の育ちが遊びを楽しくしている。

エピソー ド4「 課題の達成」では,水 族館で見たさめを友達 と協力 して作 り,最 後

まで頑張って完成 させた水族館 ごっこは,共 通に経験 した感動場面が,再 現で きる期

待 と満足感,充 実感となって伸 間意識 を育てたもの と思われる。飛行機づ くりやパ

レー ドの練習では,一 入 の子 どものイメージの実現に添って遊びが進め られている

が,そ の友だちの存在を相互に認め合いなが ら遊びが楽 しく展開されている。遊びを

提示する友だちへの憧れや,尊 敬の感情が,共 に課題に挑戦 し,課 題を達成すること

で伸闘として認めあい,新 たな伸間関係が育ってきている。

エピソー ド5で は,誕 生会でお祝いのバ ッチをつけてもらい,「おめでとう」「6歳

だね」と成長 した喜びを共に喜んで くれる友達に親 しみを感 じあい,き れいに飾 られ

た場が自分のために作 られている嬉 しさが,共 に喜び合 える気持ちの良さ,存 在感 と

なっている。

幼児の感動表現による入 との関わ りは,喜 び,嬉 しさ,驚 き,韓 敬,達 成感などの

感動の表れの五感 による共感である。共感(eillpa£hy)と は他者の情緒を弁別 ・理解

し,同 じ情緒的経験 をするという心の働 きであり,荘 厳は 「幼児が他者の感 じている

感情状態その ものに対 して共感行動が見いだされるのは,2～3歳 にかけてこの段階
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に達し,他 人は自分 と異 なった感情状態にあるのだということが理解でき,他 者の感

情状態により積極的な関わ りを示すようになる。言語能力が増加するにつれて共感感

情 もより複雑な様相を見せ始める」8)と 示すように,幼 児の感動による共感は,蒔

には独 り言であったり,伝 えたい相手を選んだ りして,友 達の感 じている状態に共感

した り,相 手は,自 分 と異なった状態にあることも理解で きるようになり,積 極的に

かかわってい く姿 も見 られた。 ここでは,表 現の方法に記 されている感動の表われ

が,応 えてくれる友達にどのように伝わっているか,さ らにそれが,次 の感動を呼び

覚 まし,新 たな感動を誘いだしているかを探 った。その結果,5つ のカテゴリーで,

それぞれかかわ りの様子がみ られた。それを集約すると,全 体 として,幼 児の興味や

関心 による感動表現が,相 手の共感を誘い,さ らに伸聞意識に支えられて遊びに発展

し,友 達関係が育っていることを観察を通 して知ることがで きた。

このことは,布 施 「共感的な遊び」9)に おいても共感は,「 向社会的行動」を支

える重要な基礎の一つ とされている。

第皿章 保育者の感動表現の捉え

1.昌 的と方法

本調査で作成したアンケー トに、幼児の どのような姿か らそれを捉えたかを知るた

めに、(声 ・表情 ・身振 り・しぐさ)を 加 えた。保育者の感動表現の捉 えを明 らかに

するため得 られた276名 のアンケー トの回答に基づ き因子分析(主 成分解 ・プロマ ッ

クス回転)を 行い、保育者の感動表現の捉え方を分析 した。相関行列の主対角要素に

1.00を 用いて、主軸法によって因子を抽出した後に、プロマ ックス法によって、因子

軸の回転を行った。はじめ、固有値1以 上の因子を抽出した結果、13因 子が抽出され

たが、解釈が困難であ り4因 子構造が妥当 と判断した。

2。 保護者の感動表現の捉 え

幼稚園は環境による教育である。環境とは,人 的環境,物 的環境,自 然環境など,

幼児を取 り巻 く全ての身近な環境を通して行われる。保育の現場では,幼 児 と保育者

が常にかかわりあいなが ら幼児の発見や気づ きを共有 しているといえる。特に,自 然

とのかかわ りは,ど のような場 面で,ど のような姿か ら捉えられているか,保 育者の

感性が問われる場面で もある。そこで,保 育者によって,ど のような場面で,ど のよ

うに捉えられているかを明らかにするために,幼 児の声や表情,身 振 り,し ぐさを通

して幼児の感動場面を捉えた。以下,そ の結果を次の表に示 した。
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〈保育者の感動表現の捉え〉

項 照 第 ユ困子 第2因 子

〈第1黙i子!3項 巨1>

28作 贔をほめ られ たとき

31好 きな曲を湖い て,想 わず体が動 く

29頭 張った ことをほめて もらった

麟 頑 張ってや り遂 げた り,応 援 した り

27発 表会や歌 など思 い通 りで きた喜 び

7遠 足 やお弁 轟など普段 と違 う工夫 に

39絵 本や童話 を聞いて

32入 形劇や紙芝居 を冤 て

30自 分の行為が絹 手に伝 わ った とき

24自 然物 を使 って工 夫 した とき

25友 達や先生 に祝 って貰 う

45楽 しみに していた行事や遠足 に参繍

26泥 翻子への 工夫

〈第2霞 子20項 目〉
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ダンゴム シや虫の卵

ア リやザ リガニの脱皮 をみ て

ザ リガニや魚 に触 れた る抱 いた り

植物の生態 に触 れて

昆虫 を飼育 した幼虫 を兇て

実の なるモ ノや葉っぱの 色づ き

雲が積 もる,水 た まりなど不思 議

水の冷 たさ,ど うのぬ るぬ る

葉 っぱの毯 が変わる等変化

ゆ きだるまや 臼然での遊 び

〈第3謬 ミ韮子9項 機〉

譲張 ってや り遂げ る

最後 まで頑 張って取 り組 んだ

友達が か して くれた

で きるよ うにな った こと

友違 の絵 や作贔 を兇て感動

友達 の親切

友達 がそばにいて くれる

鉄棒 や縄 跳び に挑戦 してで きた

瀬由い発想 に共感

く第41天i子8項 韮灘〉

夕 躍や星空 など白然 の大 きさに

空の月や星 を見 て

父親 と竹 とんぼ

小 動物の動 きをや し

小鳥の声や風 の 欝

霞然物の利矯

木の実や花 の蜜

小動物 との出会い
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3.結 果の考察

第1因 子は、幼児 と保育者が、共に活動する機会や、幼児が感 じたこと、考えたこ

とを表現する機会を直接感 じ取ることのできる関係か ら、「他者 からの賞賛による自

己実現」 と命名 した。幼児は、作 晶や歌な どに共感 した り演 じた りして自己を表現

し、思いが相手に伝わった り、褒められたりしたことで、喜びや充実感を味わう。こ

のような自発性か ら自己を実現 しようとする姿 を感動 している姿 と捉えている。この

ことは、豊かな自然や文化に触れて、感 じたこと、考えたことを、音や造形、動 き、

などで、素直に表現で きる時間や雰囲気、絵本や物などの文化的環境が大切 と捉えて

いる保育者が多いと思われる。

第2因 子は、幼児は、アリやダンゴムシ、様 々な昆虫が卵から簿化 したり、成長 し

てい く姿に驚 き、発見し、気づ くなど、生 き物 に触れて感動 している。 また、身近な

花や実の変化など、 自然の営みに心を動かし、自然の不思議さや変化、生命の大切 さ

に気づ く姿に感動 と捉えていることか ら、「自然 との共生」と命名 した。このことは、

直接触れることので きる豊かな自然環境が身近になければならない、,特に、生命を育

む小動物や、草花、樹木、とのかかわ りは、生命の不思議さや息吹きを実感する。 ま

た、身近な事象を見た り、考えた り、扱った りする申で、集中してかかわることので

きる静かな営みの時間も環境 として、大切な条件 と醤える。

第3因 子は、幼児は、友達の申で、他考の優 しさや励 ましを嬉 しく感 じ、他者 と共

に取 り組んで完成させたことなど、友達 との共栄による感動である。 自分か ら頑張っ

て取 り組んだ り、挑戦 した りしたことが、友達の賞賛や、共感を呼び、また、グルー

プの皆 とや り遂げた喜びな ども感動 として捉えていることか ら、「他者との共栄」と

命名 した。幼児は、伸間とかかわ りなが ら感動に裏打ちされたイメージの伝 え合いを

とお して仲問とかかわる力を培い、紳聞へのかかわりの意識を豊かにし、自らの感性

を培 ってい く。 したがって、同年代の紳間と共に共嗣で遊び、共に発見や気づ きを大

切 にする環境や援助が大切 と思われる。

第4因 子は、幼児は、父や母、保育者などと共に心を動かした体験をいつまでも心

に暖めているものである。夕焼けの空、大 きな月や星、時には、絵本から思いをめ ぐ

らし感動に浸る。 自然の申で鳥の声を聞き、自然物 を探 した体験、さらには自然物で

遊んだ思い出は、何時 まで も感動体験 と捉 えていることから、「大自然への憧れ」と

命名 した。幼児は、石や砂、草花や木の実 などの 自然物を使って遊びに活かすこと

は、物の性質や数量に対する感覚を豊かにする。 また、自分の興昧や関心 に即 して、

自らを対象に一本化 し、対象の臼でまわりをイメージ化 して捉え、そこでの思いを全

身で表現 し、その事によってイメージを広げ、表現 を蔑かにすることを楽 しみ、創造

性 を豊かにしてい く。
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学生が、幼い頃に感動 した出来事 として、心に残っている感動体験は、第…に自然

環境 とのかかわ りであったのに対 して、保育者は、文化的環境、つ まり、 臼常生活の

なかで、美 しいもの、優れたもの、心 に残るような出来事が大切であると感 じている

ことが明 らかになった。幼児が身近な環境に関心を持ち、…人で、 または友達と、草

や木々、そこに群がる小鳥のさえず りや昆虫の動きを発見 したときの感動、友達と共

同で表現 した り、作 り上げたりした感動を保育者が共有することは、幼児の心に嬉 し

さや、知的好奇心が芽生える。やがて、生命ある環境 との共生の姿や生 きる力の基礎

となる心情 ・意欲 ・態度が身に付 くと共に、思考力の芽生えなど、知識、技能獲得へ

の意欲を育てるものと考える。 したがって、豊かな感性 は、 日常生活の中で得た感動

を他の友だちや保育者と共有 し、様々に表現することによって培 われてい く。

lVま とめと今後の課題

1.感 動体験のとらえ

学生が捉 えた幼児期の回想性をもって感動体験尺度を作成 し、幼児期の感動体験 に

は、⑦ 「小動物 との出会い」② 「自然の不思議 さへの気づ き」で、慮然 とのかかわ り

が感動体験 として深 く心に残ってお り、③ 「友達との共感」④ 「課題の達成」⑤美 し

い物への憧れ」 といった感動体験が明らかになった。(第 達章)。 この尺度を用いて感

動表現のカテゴリーを実証するために、幼児のもの との出会いや遊びの姿、友達 との

関係 について観察 し、入とのかかわ りの中でどの ように感動の伝 えあいが行われてい

るかを観察した。その結果、幼児は、感動場面の5つ のカテゴリーのなかで、幼児の

興味や関心による感動表現が、相手の共感を誘い、仲問意識に支えられて遊びに発展

し、友達関係の育ちが確認された。(第2章)。 学生の感動体験 をもとに、保育者が幼

児の感動 をどのように捉えているかを明らかにすることによって、感性 を育てるため

の指導 を考えた。その結果、① 「他者からの賞賛 による自己実現」では、幼稚園にお

いては、文化的環境の中での表現活動が大切 と捉 えていること、 さらに、② 「自然 と

の共生」③ 「他者との共栄j④ 「大 自然へのあこがれ」であった。(第3章)

2.豊 かな感性 を育む指導

幼児にとって保育者は、感動を共有 し、共感 してくれる仲間であ り、 自己実現への

援助者である。最近では、虫が汚い、気持ちが悪い等、実体験のない保育者も見 られ

る。幼児期は、知るカ よりも感 じる力が強い時期でもある。幼児と共に考えた り、工

夫したり、幼駐 一人では普段気づ くことのできない自然現象など、保育者と幼児の感

動の共有が幼児の感性 を増幅させるものであることが、保育者の感動の捉 えによって

確認できた。
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豊かな感性を育む指導 とは、

㊥感じたことや考えたことが表現できる環境

①生命あるものとの出会いやかかわ りの体験が得られる環境

②仲問と共に共感 し、共岡する喜びを体験できる環境

③ 自然との出会いが豊かで可能 となる環境

④興味や関心をもって遊ぶ中で、友だちと試 した り、工夫 したりし、周囲の環境

に対する新たな気づ きや、新 しい考えが生 まれるような環境

⑲幼児の感動に共感できる保育者の存在

①子 どもの心の動 きを瞬時に受け止められる保育者

②子 どもの感動 と表現に共感できる保育者

③環境 を用意 し、感動を伝え合う媒介者となれる保育者

④子 どもの自発活動が保障できる環境 を構成する保育者

⑱体験の関連性を見いだ し、経験を広げる指導

①心動 く感動体験 を、次の体験に生かし、多様な体験の関連性を図る指導

②幼稚園の教育がその後の教育の基盤を培う教育内容の連携 をふまえた指導

等であると考える。

3。 今後の課題

感性 とは、自然 ・もの ・入とのかかわりの中で育つ ことが実証された。そのために

は、感動体験が基になっていることも明 らかになった。本研究では、感動を快感情を

伴 う心の動 きに限定 して定義づけたが、事例(ウ サギのうんち)に 見 られように、当

番の役割場面では、 くさい ・汚いなど、決 して快感情 と捉 えることは困難 とも思える

場面 もある。 しか し、幼児は、そのうんちの大 きさを比べた り、生き物の生態や、仲

間で協同の作業 をすることにより、動物をよ り理解 した り、発見や気づ きによって、

更に動物を身近に感 じている。これは、「みんなで協同 してや りとげた」という、達

成感や自己効力感 と共に伸間 としての関わ りの大切 さを学 び取っている。この こと

は、「もの」や 「こと」に感 じて心が動 き表現する、つ まり、感動 に伴 う感性の表れ

と捉えた。今後は、感性のもととなる感情や感受性 について幼児の行動か ら、探 って

い きたい。
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                                Fostering Sensibility 

             Fostering Sensibility 

 —Impressive  Experiences  in  Early  Childhood  and  Teachc'  Role— 

                    Fumiko KAKUTA 

Sensibility is defined as: 1) the capacity of sensory organ to develop perception or feeling 
in response to external stimuli; 2) experience stimulated and controlled by sensation. Emo-
tion and impulse affected by sensation. 

  In general, children attain developmental growth and cultivate rich emotion and motiva-
tion from actual daily experiences. Through the new, unusual, or enjoyable experi-
ences, children gain the ability to sense things or matters in various occasions and learn to 
express their feelings. This ability to sense (sensibility) is built through a relationship 
with nature, materials, and people. It fosters aesthetic sensitivity and emotion and eventu-
ally becomes a big power to build an enriched life. 

 Especially, in early childhood, children are easily influenced by daily experiences, and 
they express their feelings by using the fives senses. In other words, children can be deeply 
impressed by their daily experiences. 

Children's curiosity and inquisitiveness toward phenomena, animals, and plants around 
them will eventually cultivate their ability to think and raise motivation to gain knowl-
edge and skills. This study highlights features of impressive expressions in early child-
hood and examines instructional strategies that foster rich sensibility. 

Key words: sensibility, impressive experience, impressive expression, observational record, 
        sympathy
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